









































































位の大阪 (102.8%)をはじめ,神奈川 (101.3%),愛知 (97.1%),福岡

























































































表2 1998年度岡山県一般会計歳入予算の状況 (単位 :百万円,%)
区分款別 1997年度 1998年度 対前年度伸 び 率 備 考当初予算額 構 成 比 ∵当初予算額 構 成 比
県 税 210,075 26.9 224,993 28.3 7.1
地 方 消 費 税 清 算 金 ll,751 1.5 42,634 5.4 262.8
地 方 譲 与 税 6,020 0.8 2.877 0.4 △52.2
地 方 交 付 税 187,750 24.1 192,loo 24.3 2.3
交通安全対策特別交付金 850 0.1 900 0.1 5.9
分 担 金 及 び 負 担 金 16,198 2.1 13,416 1.7 △17.2
使 用 料 及 び 手 数 料 12.975 1.7 12,642 1.6 △2,6
国 庫 支 出 金 142,550 18.3 138.247 17.5 △3.0
財 産 収 入 2.957 0,4 2,456 0.3 △16.9
寄 件 金 8 0.0 108 0.01,250,0
繰 入 金 29,246 3.8 22.467 2.8 △23.2
諸 収 入 53,460 6.9 53,023 6.7 △0.8













































表3 1998年度岡山県一般会計歳出予算の状況 (単位 :百万円,%)
言でこ 1997年度 1998年度 対前年度伸 び 率 備 考当初予算額 構成比 当初予算額 構成比
議 会 費 1,895 0.4 1,769 0.2 △6,6
稔 務 費 54,774 7.0 51,742 6.5 △5.5
民 生 費 52,943 6.8 53,133 6.7 0.4
衛 生 費 18,068 2.3 18,787 2.4 4.0
労 働 費 6,811 0.9 3,688 0.5 △45.9
農林水産業費 76,339 9.8 69,660 8.8 △8.7
商 工 費 31,501 4.0 30,698 3.9 △2.5
土 木 費 167,770 21.6 146,679 18.5 △12.6
警 察 費 46.471 6.0 50,716 6.4 9.1
教 育 費 188,613 24.2 187,797 23.7 △0.4
災 害 復 旧 費 4,020 0.5 4,950 0.6 23.1
公 債 費 100,570 12.9 106,548 13.5 5.9
諸 支 出 金 28,044 3,6 65,758 8.3 134.5
予 備 費 200 0.0 200 0.0 0.0














表4 -般財源と特定財源の状況 (岡山県一般会計当初予算) (単位 :百万円)
区 分 1997年 度当初予算額A 1998年 度当初予算額B ち/A(%)
般財蘇 県 , 税 210,075 224,993 107.1
うち 地 方 消 費 税 12,077 33,552 277.8
そ の 他 の税 目 197,998 191,441 96.7
地方消費税清算金 ll,751 42,634 362.8
地 方 譲 与 税 6,020 2,877 47.8
地 方 交 付 税 187,750 192,100 102.3
財政調整基金等からの繰入金 19,488 9,439 48.4
臨時税収補てん債 6,960 皆 減
減 税 補 て ん債 286 皆 増
そ の 他 10.424 9,111 87.4
小 計 452,468 484,050 107.0
特定財蘇 国 庫 支 出 金 142,550 138,247 97.0
県 債 97,219 83,366 85.8
うち 財 政 健 全 化 債 10,000 皆 増
諸 収 入 49,357 48,820 98.9
使用料 .手数料 12,129 ll,833 97.6
そ の 他 24296 25809 1062
小 計 325,55.1 308,075 94.6
合 計 778,019 792,125 101.8
荏)出典は表2に同じ｡
衰5 県債の状況 (岡山県一般会計) (単位 :百万円)
'97年度末残高見込み '98年度借入額 '98年度元金償還額 '98年度末残高見込
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1986 1987 1988 1989 1990 1991
(昭和61) (昭和62) (昭和63) (平成元) (平成2) (平成3)
県 内 稔 生 産 5,409,892 5,561,996 5,969,078 6,351,335 6.734.322 7,146,293
指数(1986-100) 100 102.8 105.3 117.4 124.5 132.1
県 歳 _ 也 532.551 541,058 566,567 610.824 678.099 701,345
1992 1993 1994 1995 1996
(平成4) (平成5) (平成6) (平成7) (平成8)
県 内 総 生 産 7,275,341 7,262,605 7,334,084 7,488,428
指数(1986-100) 134.5 134.2 135.6 138.4


























































































































































































表6 資本収支計算書 (平成〇年度) (単位 :千円)
支 出 l 金 額 収 入 l 金 額
普通建設事業費 (補助 .単独) 国庫支出金
普通建設事業費 (県営事業等) 都道府県支出金
投資および出資金 使用料 .手数料
貸付金 分担金 .負担金 .寄件金
安立金 財産収入
退職手当災害復旧事業費 諸収入 ※うち貸付金元金回収額地方債


















表7 経常収支計算書 (平成〇年度) (単位 :千円)









繰出金 (土地開発基金分以外) 分担金 .負担金 .寄件金
失業対策事業費 財産収入
災害復旧事業費 諸収入












表8 正味財産増減計算書 (平成〇年度) (単位 :千円)


































蓑9 貸借対照表 (平成〇年度)(平成○+1年3月31日現在) (単位 :千円)
借 方 貸 方
【資産の部】 【負債の部】
1.流動資産 1.流動負債
(1)歳計現金 (形式収支) (1) 地方債翌年度償還予定額









2.剰余金(1) 国 .県支出金(2) 貸付金
(3) && (2) 分担金 .負担金 .寄件金
① 財政調整基金② 原価基金 (3)積立金(丑 財政調整基金
③ 特定目的基金 ② 原価基金
④ 定額運用基金 ③ 特定目的基金




















事業費｣および ｢単独事業費｣を累積し,うち ｢用地取得費｣は ｢土
地｣として,残りを ｢建物 ･構造物等｣としてとらえているoまた,級













































































































また,道路,港湾,河川改修にみられるような所有 ･管理主体 (国 ･道府
県 ･市町村 ･公社 ･公団 ･事業団他)との関係も明らかにしておかねばなら
ないo当面,当該自治体管理のものに限って評価することとしている(23).
この他に,すでに指摘されてきている通り,社会資本の内,福祉,教育,
























































































































































































The Accumulation of Local Debt and the Reform
on the System ofAccounts in Local Public Finance (2)
Chuji Sakamoto
Following the last paper, we treat the problems of recent
accumulation oflocal public debt in Japan and the reform on the system
of accounts in local public finance.
In this paper, we investigate the characteristic of the first budget bills
of prefectural governments in 1998 fiscal year, and then we refer to the
financial structures ofOkayama prefecture's budget bill.
Following these analysis, we discuss the tasks of the establishment of
balance-sheet in local government and the necessity to introduce the
system of stock-accounts including double entry bookkeeping. In this
point, the recent Report of Syakai-Keizai-Seisansei-Honbu and Mie
prefecture's attempt on the settlement of finance with double entry
bookkeeping are very interesting, but we must say that these attempts
still have some problems to solve.
In the last chapter, we discuss how to analyze the stock-position of
local government finance and suggest to introduce Performance
Budgeting System for the present.
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